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いじめの問題に関する児童の実態から
「いじめは，どんな理由があってもいけない」という質問に「そう思う」「どちらか

といえばそう思う」と回答した児童の割合は９０％以上であり，道徳的価値についての
理解は高いことがうかがえることから，いじめを行わないという態度の育成につなげて
いきたい。

段階 学習活動 主な発問等

１ 「自分の命」に対して，
どのようなイメージをも
っているのか交流する。

導

入 （予想される児童の発言）
・大切にしなければならない。
・いつ，どうなるか分から
ない。

○今日は命について話し合い，
みんなで考えを深めていき
ましょう。

２ 「その思いを受け継い
で」の読み聞かせを聞き，
「ぼく」や「じいちゃん」
の心情について考える。

展 （予想される児童の発言）
・もうすぐ会えなくなって
しまうから。

開 ・家族が一番大切だから。

（予想される児童の発言）
・これからも元気でいて。
・あなたが大切なんだよ。

社会(12月)「わたしたちの生活と政治」

・東日本大震災によって被災した人々の願いを実現す

るために，どのようなことが必要であるかについて

考え，話し合う。

いじめの問題への対応を図る学習 小学校（第５学年）

○主 題 名：「命の尊さ」Ｄ―(１９)

○実施時期：１２月

○教 材 名：「その思いを受けついで」【「私たちの道徳」（小学校５・６年）Ｐ１０４～１０７】

○ね ら い：生命が尊くかけがえのないものであることを感得し，自他の生命を尊重しようと

する心を育てる。

社会(11月)「長く続いた戦争と人々のくらし」

・戦争によって失われたものの大きさや平和への願いに

ついて考え，話し合う。

命についての考えを深めよう。

◆事前に学習した内容を
想起させることで，本
時のねらいに対する児
童の関心を高めます。

◆本時で扱う道徳的価値
につながる発問を行う
際には，文章から読み
取らせるだけではな
く，児童の経験や既存
の価値観から「どのよ
うに思うか」を考えさ
せます。
教師側は児童の考えを
受け止めたり，つなげ
たりしながら板書に整
理していきます。

「特別の教科 道徳」

の趣旨を踏まえた指

導のポイント

生命の尊さ

○社会科で東日本大震災の学
習をしましたね。この災害
では多くの命が失われまし
た。みなさんは「命」につ
いて，どのように考えまし
たか。

○なぜ「ぼく」は友達とも遊
ばずに，毎日「じいちゃん」
の所へ通ったのだと思いま
すか。

○「じいちゃん」のメッセー
ジには，「ぼく」へのどのよ
うな思いが込められている
と思いますか。
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段階 学習活動 主な発問等

（予想される児童の発言）
・じいちゃんの分まで頑張
ろう。

・じいちゃんの思いを大切
にして生きていこう。

展
（予想される児童の発言）
・命は自分だけのものでは

開 ない。
・自分の命は家族や周囲の
人たちに支えられている。

３ 本時の授業を踏まえ，
「命について考えた自分
の経験」を交流し，考え
を深める。

（予想される児童の発言）
・自分が病気で入院してい
たとき。

・家族が亡くなったとき。

４ 教師の説話を聞く。 ○「わたしたちの道徳」にあ
る「命てんでんこ」を紹介

終 する。

５ 本時の学習を振り返る。 ○今日の道徳の時間で考えた
末 ことを振り返り，ノートに

まとめましょう。

◆中心発問を行う際に
は，教師側からの押し
付けにならないことが
大切です。
読み物資料を通して，
ねらいとしている道徳
的価値を児童自身が気
付くことができるよう
に発問を吟味すること
が大切です。

◆ノートなどに振り返り
を残していくことが大
切です。その記録が児
童にとって，自分の考
えの変化を感じるもの
になるとともに，教師
側の見取りにも活用で
きます。

（授業づくりのポイント①）
いじめの問題への対応に関わり，年間にわたって位置付けた主題について，

各教科等との関連を図ることで指導の効果が高められる場合は，指導の内容及
び時期を配慮して年間指導計画に位置付けるなど，指導例にあるように具体的
な関連の見通しをもつことができるようにすることが大切です。

◆自分の経験を本時でね
らいとする価値と結び
つけることで，より価
値に対する理解を深め
ます。

特別活動(12月)「いじめを防ぐた

めに」

・学級や学校で見られるいじめに

つながる場面について交流する。

それに対する対応策について考

え，実践する。

家庭(1月)「共に生きる生活」

・身近な人々の生活や環境との関

わりについて話し合い，よりよ
い生活の在り方を考える。

国語(2月)「海の命」

・「海の命」を読んで考えたことを

話し合い，自分の考えを広げた

り，深めたりする。

○「じいちゃん」の思いを受
けた「ぼく」は，どのよう
なことを考えたと思います
か。

中心的な発問

自己の生き方について
考えさせる発問

「ぼく」と「じいちゃん」の関係から，あなたは「命」について，
どのようなことを考えましたか。

これまでの自分をふり返ったとき，自分や他の人の命の大切さ
を感じた経験はありませんでしたか。


